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一般社団法人福島県臨床検査技師会

山寺幸雄 会⾧

 基礎講習修了者数:171名

 実技講習開催回数:8回（福島市主催）

 実技講習修了者数:100名以上

 ワクチン接種実績
 のべ回数:28,450回
 のべ協力者数:143人

新型コロナウイルスのパンデミックは、私たちの生活を一変させ、
医療危機をもたらしました。
そのような中、臨床検査技師が検体採取、PCR検査はもとより、
さらに新たにワクチン接種に関わりを持てたことを誇りに思います。
検査技師のルーツのひとつは、感染症に対する検査技術者とも言わ
れています。まさに温故創新を考える機会となりました。

【参考資料】
1）福島民報新聞、2）福島民友新聞、3）福島テレビ、4）福島市ホームページ

日臨技のWeb研修、福島市のワクチン接種研修を受講し、いざ
本番。市が実施する集団接種へ参加いたしました。いままで採
血はしていましたが、まさか注射をする日が来るとは思っても
いませんでした。採血より少し楽だったかなと思っています。
それでも子供のときは少し緊張しました。「生命、健康を守
る」に貢献ができたと考えています。

福島県労働保健センター 菅野茂

【よかったこと】
・しっかりとした研修があったので、思ったよりスムーズに接
種できた。
・不安はあったものの実際にやってみると、すぐに慣れたよう
に思う。
・接種することは想像していたよりスムーズにできた。

公益財団法人福島県保健衛生協会（接種経験者９名の体験談）

【不安だったこと、大変だったこと】
・始め採血（血液を抜くこと）には慣れていたが、ワクチンを
（入れること）には抵抗があった。
・接種部位を決定するまでに多少戸惑うことがあった。
・人により筋肉、皮下脂肪の厚さがちがうので、少ない人の時
に不安を感じる場面があった。
・検診に来られる方より車イス使用の方とか寒い日には多くの
服を着ている方がいて、接種部位を出すのに時間がかかる方が
いて思ったより大変だった。
・言葉かけが慣れるまで不充分であったと思う。


